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要 旨
省察的実践は，ソーシャルワーク実践においてその重要性が認められている一方で，理論の曖昧さや理

論化の困難さが指摘されている．このような状況のなかで本稿は，ツールを介した省察的実践理論の実践

化を目指して，省察的実践支援ツールの開発に向けた構成指標の検討を行った．具体的には，ソーシャル

ワーク実践の４大構成要素を枠組みとして先行研究から質的帰納的分析を行い，省察的実践支援ツールの

構成指標を構造化した．そして，今後の省察的実践支援ツールの開発課題と展望をまとめた．
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Abstract
While the importance of reflective practice has been recognized in the context of social work practice,

attention has also been drawn to its theoretical ambiguity and difficulties entailed in its theorization.

Given this state of affairs, this paper seeks to examine component indicators for developing reflective

practice-assisted tool, with the aim of comprehensively integrating theory and practice through these

tools. Specifically, using the four major components of social work practice as a framework, this paper

conducted a qualitative inductive analysis based on previous studies to structure component indicators for

tools that would support reflective practice, and then summarized development challenges and future

prospects for such tools.
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Ⅰ．はじめに
省察や省察的実践は，ソーシャルワークや看護，

教育などさまざまな対人支援専門職のなかでその

重要性が語られてきた．それは，対人支援専門職

が，日々固有な利用者や状況・場面に対応する必

要があるからである．そのなかで専門職は，常に

目の前の状況を瞬時に捉え，その場その場で適切

な対応をしていかなければならない．こうした対

人支援専門職の実践特性をふまえ，Schön（1983）

が「省察的実践家」という新たな専門職モデルを

示したのである．

Schönは「実践者が不確実性と不安定さ，固有

性のある状況や，価値観の葛藤が生じている状況

に適切に対応する際の『わざ（artistry）』の中心

は，行為のなかの省察というプロセス全体にある」

（Schön1983：50）として省察の重要性を説いた．

そして彼は，ソーシャルワーカーなどの対人支援

専門職は，実践活動をふり返ったり，実践を行い

ながら省察したりする実践的思考スタイルにこそ

専門性があると主張したのである．

Schönの研究以来，省察的実践が注目されるよ

うになり，多様な研究が進められてきた．しかし

一方で，その理論の曖昧さや省察的実践そのもの

が不明確であるという問題が，しばしば指摘され

ている．こうした曖昧さは，実践者にとっても，

いかにして省察的実践を遂行するかを学んだり，

自らが省察的実践家となり得ているかを確認した

りするのを困難にしていると考えられる．

たしかに，そもそも省察的実践は暗黙的な要素

を含むもので，言語化されていない実践者の行為

に専門性を見い出すものである．しかしながら，

省察的実践家の育成や，実践者による自身の省察

的実践の確認には，省察的実践の理論を実践に具

現化する何らかの手立てが必要であると考えてい

る．そしてそれこそが，省察的実践という理論の

一大課題といえる．

こうした課題に対して本研究では，省察的実践

の理論とその実践とを結びつけるツールを活用す

ることが有効であると考えた．そこで本稿では，

省察的実践の理論的な特性をふまえ，省察や省察

的実践を支援するツールの開発を目指すことで，

ツールを介した省察的実践の方法を検討してい

く．それにより，理論の曖昧さが指摘される省察

的実践において，実践現場で活用可能な実践モデ

ルを探究する手がかりとしたい．

Ⅱ． 省察的実践にみられる課題
１．実践化への課題

省察的実践は，その重要性が指摘される一方で，

実践にともなう問題も指摘されてきた．それは，

実践行為が省察や思考の結果であるかどうかが明

らかでなく，省察できたと他者が測定できないと

いう問題（Ixer2016）や，省察の定義や構造の曖

昧さゆえに，促進・抑制する要因や変数が不明確

であるという問題（Wilson2013）である．そして，

省察的実践を構成する要素や，省察的実践がどの

ように現実化されるかが不明確なことも，大きな

問題としてあげられている（Ruch2002）．

このような実践化の困難さの背景には，省察的

実践がソーシャルワーカーという人に関わる理論

であることが一因としてあげられる．つまり，省

察的実践は，不確定な状況のなかで「わざ

（artistry）」を活かしながら実践する主体として

のソーシャルワーカーに着目しているといえるの

である．ゆえにその理論は，ソーシャルワーカー

の思考やソーシャルワーカーの内に存在する暗黙

的要素を包含することが特徴と考えられる．その

ため，他のソーシャルワークの実践モデルやアプ

ローチのように，他者と共有できる具体的な展開

や行動を描きづらいのである．

こうした実践化の課題のなかで，省察的実践に

おける実践モデルの構築を目的に，価値・知識・

方策・方法というソーシャルワークの４大構成要

素を枠組みとして，省察的実践の実践特性の整理

を試みてきた（加藤2019）．そして，４つの構成要

素にみられる省察的実践の特徴を提示した（表１

参照）．

若干説明を加えると，省察的実践の価値要素と
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知識要素は，主に省察的実践家としてのソーシャ

ルワーカーの内的世界を特徴づけていることがわ

かる．つまり，ソーシャルワーカーの姿勢や感情

と，ソーシャルワーカーの内に存在する知に関す

る内容である．

一方で方策要素と方法要素は，ソーシャルワー

カーを取り巻く時間的・空間的側面への視野や展

開を示している．具体的には，ソーシャルワー

カーと環境との相互作用への意識や，内的・外的

環境に対する姿勢や取り組みといった，システム

的な理解と行動を表すのが方策要素である．また

方法要素では，理論と実践の双方向のアプローチ

から両者を統合しながら，過去・現在・未来とい

う時間的流れのなかで，省察的実践家としての発

展を目指すプロセスを示している．

以上の省察的実践の４大構成要素に関わる特徴

をふまえて，次には，これらをいかに実践に具現

化していくかという課題が浮上する．そしてそれ

が本研究の一大課題と捉えている．しかし，すで

に言及してきたとおり，省察的実践はソーシャル

ワーカーという人に関する実践理論ゆえに，思考

や知，まなざしといった内的世界を目に見える形

で共有することの困難さがある．そこで，この課

題を乗り越えるための方法として本研究で着目す

るのが，ツール（道具）を介した理論の実践化で

ある．

ソーシャルワークの実践ツールで代表的なもの

としては，「ジェノグラム」や「エコマップ」といっ

たマッピングのツールがあげられる．ジェノグラ

ムは「世代関係図」とも呼ばれ，三世代以上の拡

大家族で繰り返される行動パターンや問題の連鎖

性の発見，家族成員に影響を及ぼしたライフイベ

ントの理解に有効とされる（黒木ら2002：208）．

またエコマップは，人と環境の交互作用に着目し，

当事者をめぐる社会関係網の実態を視覚化するも

のである．

これらのツールは，ソーシャルワークの理論を

実践場面でいかに具現化するかを模索し，開発さ

れてきたものである．たとえばエコマップは，

ソーシャルワークに生態学の理論が導入され，病

理モデルから生活モデルへと移行するなかで開発

された．当時，生態学の理論に基づく支援方法と

いう課題を抱えるなかで，エコマップは理論を具

体化する方法の一つとして，Hartman,A.によっ

て考案されたのである．このように，ソーシャル

ワークの実践ツールには，理論基盤や実践モデル

を実践活動へと結びつける役割が期待されている

といえよう．

２．ツールを介した省察的実践理論の実践化

省察的実践にかかわるツールの現状をみてみる

と，実践記録が省察を促進するツールとしてしば

しば取りあげられ，記録作成が省察に有効である

との指摘がみられる（Bolton2014；保正2015）．保

正によると記録の意義は，「記録を通して自己省

察することにより実践力を高め，実践の質向上を

はかる．そして、ソーシャルワーカーとしてのア

カウンタビリティの遂行を行う」（保正2015：18）

こととされる．またBolton（2014）は，省察的記

録が心のなかにある混沌とした要素を照合したり

理解したりできるようにするとして，省察的記録

の役割をまとめている（表２１）参照）．

保正やBoltonの指摘からもわかるように，記録

は，自分のなかで実践状況や自分自身を客観的か
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つ広い視野で見つめるとともに，自らの姿勢を問

うことを促す役割がある．特にBoltonが提示した

省察的記録の役割では，実践を取り巻く権威や自

らの前提にも批判的な目を向けることを期待して

いるのがわかる．これらは，近年の省察的実践で

重視される，批判的省察（critical reflection)２）や

再帰性（reflexivity)３）の考えを含んだものとい

えるだろう．つまり，自身の基盤や活用する理論，

そして組織などのシステムそのものを問う姿勢で

ある．

このように省察的記録には，目の前の実践に加

えて，基盤となる考え方や自身の特性，ソーシャ

ルワーカーを取り巻くシステムなどにも向き合う

ことで，実践への認識を深め，省察の力を向上さ

せていくことが期待できる．その意味で，Bolton

の省察的記録は，省察的実践家としての成長に貢

献するツールになると考えられる．

一方で，こうした実践記録は，実践をふり返り

ながら記述したり，それを他者と共有したりする

なかで省察の力を高めていこうとするものであ

る．すなわち，「書く」という行為をとおして省察

的実践家としての力量向上を目指しているといえ

る．しかし本研究が目指すツールは，ソーシャル

ワーカーが省察的実践家としての現在の自分の状

況を客観的に捉え，省察的実践家としての発展へ

の糸口を模索することを支援するツールである．

そのためには，省察的実践という枠組みからソー

シャルワーカーとしての現状を認識し，ふり返り

を促すツールが求められる．

この観点でソーシャルワーク実践に関するツー

ルを概観すると，ソーシャルワーカーが自身の状

況を客観的に把握し，それをもとに次の適切な行

動へとつなげることを目的として，南ら（2004）

によって開発されたのが「ソーシャルワーク専門

職 性 自 己 評 価（Social Work Proficiency

Inventory）」である．彼女らは，ソーシャルワー

カーが７領域の評価尺度から自らの専門職性を評

価し，ソーシャルワーカーとしての自己の姿を総

合的に理解するための自己評価法を開発した．そ

の内容をみてみると，使命感，倫理性，自律性，

知識・理論，専門的技能，専門職団体との関係，

教育・自己研鑽の７領域について，それぞれの概

念を具体化する42の下位項目からなる評価票が作

成されている．そしてソーシャルワーカーが各項

目に５段階評価でチェックし，それを点数化した

結果をグラフやレーダーチャートで確認するとい

う方法である．この専門職性自己評価は，省察的

実践に関するツールではないものの，ソーシャル

ワーカーの現状認識のツールとしては参考になる

点が多いだろう．

また，ソーシャルワーカーが自らを客観的に把

握・評価するツールというアイデアとともに着目

したいのは，太田（1989）が提唱した，ツールを

通じて理論と実践の包括・統合化を試みるエコシ

ステム構想である．エコシステム構想は，コン

ピュータを活用して利用者の生活エコシステム情

報を把握し，利用者と支援者が生活に対する認識

を共有できるようにするもので，エコシステム視

座を実践に具体化していこうという発想と方法で

ある（太田ら2005）．この発想に基づき，コン

ピュータ支援ツール「エコスキャナー」が開発さ

れた．

また近年では，エコシステム構想を基盤としな

がら，メゾ・マクロ領域の活用へと展開する新た

な実践支援ツールのモデルも紹介されている（太

田ら2017）．そのなかには，スーパーバイジーが，

自らの生きる身近な生活コスモスと意識・現実と

いった生態をアセスメントし，課題や展望を考察

することを支援する「スーパーバイジー支援ツー

ル」なども存在する．このようにエコシステム構

想は，支援者が自らのエコシステム状況を把握し，
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その改善や発展を目指すためのツールとしても活

用されつつある．

ここで重要なことは，スーパーバイジー支援

ツールなどを活用し，支援者自身の生活コスモス

を認識したり課題を考察したりすることの目的

が，実践の向上にあるという点である．つまり，

支援者に焦点化したツールであっても，利用者へ

の支援の質を高めることに寄与できなければ意味

がなく，利用者支援を見据えたツールであるとい

う視点が不可欠である．

このように利用者支援の向上を目指しつつも，

ソーシャルワーカー自身に焦点化したツールの開

発を目指すのは，ソーシャルワークが実践科学と

いう特徴を有するためである．つまりソーシャル

ワークの理論は，ソーシャルワーカーという人を

介して実践で体現させるため，ソーシャルワー

カーが「道具としての自己」を高め，支援に活か

せるようにしていくことが重要となるのである

（北本2010）．それゆえソーシャルワーカーは，一

方ではソーシャルワークの理論に精通しているこ

とと,他方で道具としての自己を向上することが

求められる．

本研究で開発を目指している省察的実践を支援

するツール（以下，省察的実践支援ツール）は，

まさにソーシャルワーク実践における「道具とし

ての自己」の向上を支援するものと考えている．

そしてその成果が利用者支援に結びつき，効果的

な実践に寄与することが，本研究の目指すところ

である．このような省察的実践支援ツールの意図

をふまえつつ，省察的実践家に求められる要素を

ツールに組み込むことで，曖昧さが指摘される省

察的実践理論の実践化にチャレンジしていきた

い．そのためには，ソーシャルワーカーの実践状

況と組織やシステム，さらに自らの基盤へのまな

ざしなど，省察的実践の理論を具現化し，ツール

に導入することが重要と考えている．

なお，先に紹介したエコスキャナーは，現在コ

ンピュータのシミュレーション機能を修正し，操

作性や視覚的な見やすさを高めた「eスキャナー」

として開発されているところである．そのため，

コンピュータを活用して情報を処理することで，

ソーシャルワーカーの視覚的な状況認識を容易に

するという点でも，eスキャナーの発想は有用で

あると考えている．そこで本研究では，エコシス

テム構想によるeスキャナーを基盤に，省察的実

践支援ツールの開発を進めていきたいと考えた．

Ⅲ．省察的実践支援ツール開発に向けた検討
１．研究方法

eスキャナーは，人と環境からなる生活の広が

りを構成指標として配列し，それに基づく質問項

目に利用者やソーシャルワーカーが回答する仕組

みになっている．そしてその結果をグラフ化する

ことで，ミクロからマクロにわたる利用者の生活

状況を，利用者とソーシャルワーカーが視覚的に

認識し，共有できるようにするツールである．省

察的実践支援ツールは，このコンピュータ・シス

テムを活用し，省察的実践家であるソーシャル

ワーカーの状況を視覚的に認識できるようにした

いと考えている．図１は，省察的実践支援ツール

のイメージを図示したものである．

図１に示したように，ソーシャルワーカーは，

まず省察的実践支援ツールに組み込まれた省察的

実践に関する質問項目に回答していく．この回答

するプロセスをとおして，ソーシャルワーカーは，

省察的実践家としての自己を客観視したり，自ら

の基盤をふり返ったりすることができる．また，

質問項目への回答結果がコンピュータ・シミュ

レーションによりグラフ化されるため，ソーシャ

ルワーカーは，その結果を見ながら省察的実践家

としての自己に対する気づきを得るとともに，改

善点の認識ができるのである．

このようなツール活用のイメージを具現化する

ために，省察的実践支援ツールでは，省察的実践

家としてのソーシャルワーカーの状況に関して，

省察的実践の実践特性をふまえた構成指標を配列

していく必要がある．その手がかりとなるのが，

省察的実践の実践モデル開発を目的に，ソーシャ
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ルワークの４大構成要素から整理してきた省察的

実践の特性である．そこでは，ソーシャルワー

カーの内的要素と外的要素，そしてソーシャル

ワーカーを取り巻く時間的・空間的側面というよ

うに，ソーシャルワーカーの状況の広がりを，特

性として整理できた．

そこで本稿では，この価値・知識・方策・方法

という４つの構成要素に関する実践特性をもと

に，その具体的な内容を分析・検討していくこと

で，省察的実践支援ツールの構成指標の生成を試

みていくこととする．具体的には，加藤（2019）

に基づき，図２に示した分析枠組みで，省察的実

践の価値・知識・方策・方法にかかわる構成指標

を検討・生成していきたいと考えた．そのために，

以下の方法で省察的実践の構成指標の生成と構造

化を進めた．

１）先行研究からの省察的実践に関する項目の

抽出・コード化

２）質的帰納的分析による省察的実践支援ツー

ルの構成指標の生成

３）エコシステム構想に基づく省察的実践支援

ツールの構成指標の構造化

まず，１）省察的実践に関する項目の抽出・コー

ド化では，省察的実践をテーマとする先行研究か

ら，省察的実践の実践特性にかかわる項目の抽出を

行った．特に本研究では，価値・知識・方策・方法

の分析枠組みから構成指標を生成していくため，先

行研究から，図２の各要素の内容に関わる記述を抽

出し，コード化した．なお，省察的実践に関する文

献は非常に幅広く発表されており５)，全ての文献

から省察的実践支援ツールの項目を抽出すること

は困難であった．そのため，本研究では，ソーシャ

ルワークにおける省察的実践の主要な文献を含む

25の文献をもとに分析を行った６)．

次に，この作業をとおして得られたコードをも

とに，２）質的帰納的分析による構成指標の生成

では，抽出したコードを内容の類似性と相違性に

着目しながら，研究テーマに沿ってカテゴリー化

することで，個別・具体的な項目から概念レベル

へと抽象度を高めていく作業を行い，第１次カテ

ゴリーを生成した．さらに第１次カテゴリーにつ

いて同様の作業を実施し，第２次カテゴリーを生

成した．

50 高知県立大学紀要 社会福祉学部編 第70巻

図１ 省察的実践支援ツールのイメージ

図２ 省察的実践の構成指標に関する分析枠組み



こうして得られた第２次カテゴリーをもとに，

３）エコシステム構想に基づく省察的実践支援

ツールの構成指標の構造化では，演繹的観点と帰

納的観点の相互性を意識して構成指標の分析を進

めた．若干説明すると，エコシステム構想では，

生活を系統的に把握するために，生活支援にかか

わる情報をエコシステム情報として構造化して整

理している（太田2003）．そこでは，「生活」とい

う広がりをもった固有な状況を包括・統合的に把

握するために，まず「人間」と「環境」という領

域に２分割し，それを分野・属性・内容へと細分

化していくことで，生活内容を指標としてまとめ

ている．そこで本研究の省察的実践支援ツールの

構成指標の検討においては，省察的実践をソー

シャルワークの４つの構成要素の枠組みから検討

していくため，「省察的実践家」としての現状や状

況を，「価値」「知識」「方策」「方法」という４つ

の領域に分割し，それを属性・内容へと細分化す

る作業を進めることとした．

以下の文中では，分析から得られた第１次カテ

ゴリーを「 」，第２次カテゴリーを『 』の記号

を用いて表記する．

２．分析結果

先行研究からの省察的実践に関する項目のコー

ド化とコードの質的帰納的分析では，４つの構成

要素に関して以下の分析結果が得られた（表３～

表６参照）．

（１）価値

まず，価値要素に関する項目では，『自己認識』

『自己受容』『感情への意識』『開放性』『想像性』

『創造性』『役割意識』という７つの第２次カテゴ

リーが生成できた（表３参照）．

具体的に，価値要素の特徴である自身へのまな

ざしに関しては，実践者としての「自己への気づ

き」や「自己覚知」「別の側面への気づき」「マイ

ンドフルネス」といった『自己認識』とともに，

「信頼する」ことや「自尊心をもつ」こと，「不安

の受容」からなる，『自己受容』が，省察的実践で

重視されている．また省察的実践家には，自らの

「感情の理解」や「感情表出」など，『感情への意

識』をもつことが求められている．

次に，価値要素のもう一つの特徴である実践へ

の姿勢に関しては，「開かれた態度」や「自発的な

姿勢」をもち，「広い視野」で物事を捉える『開放

性』と，「想像力」や「疑問を抱く」ことなどの『想

像性』が必要になる．さらに，「新たなアイデアの

具体化」や「生成的なプロセス」が含まれる『創

造性』や，「誠実である」「責任をもつ」「役割理解」

といった『役割意識』も，省察的実践の重要な姿

勢である．

（２）知識

次に知識要素に関する内容の分析からは，『理

論知』『実践知』『直観』『経験』『知の包括性』『知

の創造』『知識と実践』という７つの第２次カテゴ

リーが得られた（表４参照）．

51ソーシャルワークにおける省察的実践支援ツールの構成指標の検討（加藤）

表３ 価値要素に関する分析結果



まず知識の種類に関してみていくと，省察的実

践では理論や調査を基盤とした知である『理論知』

と，「実践からの知」「過程知」「技」といった『実

践知』が重視される．さらに「暗黙知」や「無意

識の知」など，経験を通じた言語化できない『直

観』や，「体験的素材」としての『経験』が，知を

形成する要素として生成された．

これらの知や知の素材の特徴に加えて，「包括

的な知」や「知識の統合」に示されているように，

『知の包括性』が省察的実践の知識の特徴として

あげられる．また，省察的実践では，「開かれた知

識」という認識のもと，「知識の創造」や「知識の

可視化」といった『知の創造』の役割も期待され

ている．そして，知識が常に実践に関連している

という意味で，『知識と実践』も重要な要素となる．

（３）方策

方策要素に関しては，『協働的対話』『他者の理

解』『相違の理解』『利用者』『システム』『権力へ

の対応』『自己へのまなざし』という７つの第２次

カテゴリーが生成できた（表５参照）．

具体的に，他者との関わりに関する内容では，

「対話の重視」「協働する」など，省察的実践にお

ける『協働的対話』の特徴がみられた．またその

際には，「他者の認識への着目」「他者の経験への

着目」というように，『他者の理解』が重要となる．

同時に，「違いの認識」や「異なることへの対応」

「対立の受容」といった『相違の理解』の姿勢が，

省察的実践には求められていると考えられる．

またシステムへの視座では，『利用者』『システ

ム』という要素が生成された．一つには，現在自

身が関わっている「利用者の理解」など，『利用者』

へのまなざしが不可欠である．加えて，ソーシャ

ルワーカーの実践を取り巻く「固有な状況の理解」

や「組織の状況」など，『システム』に関するまな

ざしと理解が必要となる．そして，そうしたシス

テムに含まれる「力関係の理解」や「権力の理解」

「力関係への働きかけ」といった『権力への対応』

が重要であることがわかる．一方で，「自己基盤

への批判的姿勢」「自己の影響の気づき」といった

批判的な視点から，『自己へのまなざし』というカ

テゴリーを生成した．
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（４）方法

最後に方法要素では，『経験への意識』『行為の

前の省察』『自己との対話』『行為の理解』『実践の

変容』『理論と実践の関連』『未来の実践』『専門的

自己の発達』の８つの第２次カテゴリーが生成で

きた（表６参照）．

省察的実践では，省察的実践家としてのソー

シャルワーカーをとおして理論と実践の包括・統

合化を図っていく．そのなかでは，「経験に対す

る気づき」や「経験からの学び」といった，それ

までの『経験への意識』が求められる．また，こ

うした経験への意識をふまえて『行為の前の省察』

を行う．そして実践行為のなかで，「行為のなか

の省察」や「記述する」「内面で対話する」といっ

た方法による『自己との対話』を繰り返していく．

さらに,「行為についての省察」をしながら,「現

在の行為との関連」を理解し，「行為への気づき」

を得て，『行為の理解』をしていく．そこから，「省

察の成果を実行する」ことや「行動の変化」といっ

た，『実践の変容』に結びつけていくことが，省察

的実践の重要な特徴と考えられる．

このような行為のなかの省察や行為についての

省察をとおして，「理論的な実践」と「実践の理論

化」を行うなど，省察的実践では『理論と実践の

関連』を体現していくことが不可欠である．そし

て，省察の成果は，「レパートリーの広がり」とし

て蓄積されるとともに，「未来を見据える」ことで

『未来の実践』に活かすものとなる．この一連の

省察のプロセスを通じて，省察的実践家として「コ

ンピテンスの発達」や「専門的アイデンティティ

の発達」といった『専門的自己の発達』を可能に

していくのである．

Ⅳ．省察的実践支援ツール開発への展望と
課題

１．分析結果からの考察

省察的実践は，Schön（1983）が提唱して以来，

「行為のなかの省察」と「行為についての省察」と

いう実践的思考を特徴としてきた．また，当初か

ら暗黙知に代表される言語化されない知の存在を

重視してきた．その後，研究の広がりとともに，

批判的な視点も取り込みながら（Fook2010；

Bolton2014），省察的実践家としての姿勢や感情

面も着目されるようになった（Taylor2006；

Bruce2013；Thompsonら2018）．分析結果からは，

こうした幅広い姿勢や視座，省察的実践に求めら

れる行動が具体化して示された．そして，省察的

実践家としての全体像の具体的内容が明らかに

なった．

これらの内容で重要なことは，自分自身の状況

を見つめる項目とともに，実践やそこに存在する

利用者へのまなざしを含んでいることと考えてい

る．たとえば価値要素の『開放性』『想像性』は，

利用者支援において，利用者を含めた他者の見解

を柔軟に取り込みながら視野を広げていくこと

や，想像力を働かせて目の前の利用者の状況を捉

えることを重視する．そうした視野や姿勢と『創

造性』をもつことで，利用者にとって最適な支援

を創りあげていくことが可能になるであろう．
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すでに説明してきたように，省察的実践支援

ツールは，道具としての自己活用の促進を意図し

たものである．しかしこのツールを活用する際に

は，常に実践や利用者の存在を意識し，それらと

の関連で自己をふり返ることが重要となる．その

意味で，実践との関連を意識づける項目が得られ

た意味は大きい．

同様に，方策要素に関しても，『利用者』『シス

テム』というように，自身が対峙している実践に

おいて，利用者や利用者を取り巻く固有なシステ

ムを理解できているかを把握する内容から構成さ

れていた．さらに実践のなかで『他者の理解』や

『相違の理解』ができているかを確認する内容も

含まれていた．これらは，利用者や他のソーシャ

ルワーカー，他職種などの存在とそれらの人びと

から得られる視点をふまえて，現状の実践を見つ

めることを促すものといえる．

また知識要素や方法要素の分析結果からは，

ソーシャルワーカーの外部に存在する理論と内部

に存在する経験や知という両者へのまなざしとと

もに，それらを目の前の実践に照らし合わせて捉

える重要性がみえてくる．具体的に，『知の包括

性』『知の創造』『知識と実践』は，個々の利用者

や実践状況に適した知識を活用したり，既存の知

識が当てはまらない場合には新たな知識を創りあ

げたりすることである．そこでは実践や利用者の

存在があって初めて知との関連が想定できるので

ある．同様に『自己との対話』『行為の理解』『理

論と実践の関連』も常に目の前の実践を意識した

ふり返りが求められるだろう．

このように，実践状況と関連づけた自己のふり

返りを重視しながら，省察的実践家としての自分

自身を客観視することが，省察的実践を促進し，

実践を向上されるうえで不可欠であり，分析結果

からはそれを具現化する内容を得ることができ

た．また，それぞれの内容が，相互に関連しなが

ら，省察的実践の向上に寄与している点も特徴と

いえる．たとえば，知識要素の『理論知』と『実

践知』からなる『知の包括性』や『知の創造』は，

理論的な実践を可能にすると同時に，二つの知の

相互関連や知の創造によって，実践の理論化にも

貢献する．そのように捉えると，知識要素に関す

る特性を意識することで，方法要素の『理論と実

践の関連』の促進にも結びつくと考えられるので

ある．その他にも，価値要素にみられた『創造性』

が知識要素の『知の創造』を，価値要素の『開放

性』が方策要素の『協働的対話』や『相違の理解』

を強化する要因になる可能性が見い出せる．

また，方策要素にみられた『権力への対応』や，

「自己基盤への批判的姿勢」をもった『自己へのま

なざし』には，価値要素に含まれる『開放性』や

『想像性』が不可欠と考えられる．なぜなら，実践

を取り巻く権力構造に気づき，それに対応してい

くことや，自分への批判的視点には，現状批判を

可能にする「開かれた態度」や，異なる角度から

自分自身や状況を捉える「広い視野」が求められ

るからである．また，「想像力」を働かせながら現

状に「疑問を抱く」ことは，批判的な視点で現実

に向き合っていくための重要な特性と考えられる

のである．

そして，省察的実践の最大の目的は，方法要素

にみられた『実践の変容』やその成果を『未来の

実践』へ活かすこと，それらを通じてソーシャル

ワーカーの『専門的自己の発達』につなげていく

ことである．このことは，「省察的実践のプロセ

スは、経験から獲得した学習が、未来の実践を通

して実行されるとき完結する」（Bruce2013：72）

という指摘からも理解できるだろう．つまり省察

的実践は，その成果が現在や未来の実践を変容さ

せて初めて意味をもつ．そしてそれは，他の各要

素の特徴が相互関連しながらソーシャルワーカー

に取り込まれることで達成されうると考えられ

る．すなわち，価値・知識・方策の各要素にみら

れる省察的実践の特徴をソーシャルワーカーが自

覚し，体現することで，専門的自己を発達させ，

未来の実践に活かされるレパートリーを獲得でき

るのである．

そこで，この視点から生成されたカテゴリーを
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みていくと，『実践の変容』『未来の実践』の向上，

『専門的自己の発達』には，価値要素に含まれる『自

己認識』や『自己受容』といった自己基盤を強固

にし，『開放性』『想像性』『創造性』という姿勢を

持つことが，土台として必要となろう．また，多

様な『知の包括性』や『知の創造』という知識要

素では，理論知と実践知を柔軟に活用しつつ，状

況に応じた知を創る力によって，『実践の変容』を

可能にし，『未来の実践』を向上できるだろう．同

時に，現状を受け入れるだけでなく，『システム』

や『権力への対応』，『自己へのまなざし』という

批判的な視点も『専門的自己の発達』には重要と

考えられる．この点に関しては，省察的実践を提

示したSchön自身が，対峙する出来事に対する吟

味や戦略の探究だけでなく，「なぜ？」を重視する

再帰性（reflexivity）が実践の発達に寄与すると

述べている（Bolton2014：47）．

以上ように，各構成指標に着目するだけでなく，

それらの相互関連性を意識することで，省察的実

践家としての成長に寄与することが期待できるの

である．そして，省察的実践家としての成長が，

実践の発展につながるとともに，実践の変容を通

じて，ソーシャルワーカーは省察的実践家として

発達する道筋を見い出すことができるだろう．

２．省察的実践支援ツールの構造化

最後に，分析から得られたカテゴリーをもとに，

省察的実践支援ツールの構成指標の構造化を進め

ていきたい．すでに説明してきたとおり，「省察

的実践家」という全体像を，まずは「価値」「知識」

「方策」「方法」という４つの領域に分割する．そ

してこの４領域に，生成した第２次カテゴリーを

構成指標として当てはめていくことになる．その

際には，一方では４つの構成要素やエコシステム

構想の発想，他方でカテゴリー化された分析結果

というように，演繹と帰納の相互性を意識して検

討を重ねることが重要となる．そして，そのよう

な観点から構造化したものが図３である．

構造化のプロセスに関して若干説明を加える

と，省察的実践の価値要素では，実践への姿勢と

自己へのまなざしが特徴であることはすでに述べ

てきた（図１参照）．その点をふまえて価値要素

で生成された７つの第２次カテゴリーをみていく

と，『自己認識』『自己受容』『感情への意識』は自

己へのまなざしに関する項目であるため，この３

つのカテゴリーを「自己」という属性にまとめた．

また，『開放性』『想像性』『創造性』『役割意識』

は，実践への姿勢を具体化したものと理解できる

ため，「姿勢」という属性にすることが妥当と考え

た．

同様に知識要素に関しては，『理論知』『実践知』

『直観』『経験』を知識の「基盤」とし，『知の包括

性』『知の創造』『知識と実践の関連』を，多様な

知が関連しあう特性として，「関連」という属性に

まとめた．また方策要素は，『協働的対話』『他者

の理解』『相違の理解』が他者とのかかわりに関す
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るカテゴリーと考え，「他者」という属性とした．

一方，『利用者』『システム』『権力への対応』『自

己へのまなざし』は，ミクロからマクロを含めた

システムや自分自身に対する批判的な視点を示す

ものであるため，「クリティカル」という属性にま

とめた．最後に方法要素について，『経験への意

識』『行為の前の省察』『自己との対話』『行為の理

解』は，過去・現在の行為や行為をしながらの思

考に関するカテゴリーであるため，「行為」という

属性に整理した．そして，『実践の変容』『理論と

実践の関連』『未来の実践』『専門的自己の発達』

は，自身や未来の実践を変容させていくという視

点から，「変容」という属性にまとめた．

以上の検討から，省察的実践家の全体は，「価値」

「知識」「方策」「方法」の４領域に，さらにそれら

が「自己」「姿勢」「基盤」「関連」「他者」「クリティ

カル」「行為」「変容」という８属性へと分割でき，

そして８属性を具体化する29項目を内容として整

理することができた．

３．省察ツール開発に向けた研究課題

これまでの省察的実践支援ツールの構成指標の

検討をふまえて，今後の課題には，以下３点があ

げられる．

１）構成指標に基づく質問項目の作成

２）質的調査をとおした構成指標と質問項目の

精査

３）省察的実践支援ツールの実践場面での検証

まず１）構成指標に基づく質問項目の作成につ

いては，分析から生成した構成指標を省察的実践

支援ツールに具体化していくために，具体的な質

問項目の作成作業が必要となる．なぜなら，省察

的実践支援ツールは，構成指標にかかわる質問項

目にソーシャルワーカーが回答し，その結果をコ

ンピュータ・シミュレーションにより視覚化する

ことで，ソーシャルワーカーが省察的実践家とし

ての自己の現状を把握したり，利用者支援におけ

る改善点を見い出したりするのを支援しようとす

るツールだからである．そのためには，各構成指

標について，ソーシャルワーカーが，自身の状況

をイメージしながら回答できる質問項目が必要と

なる．

たとえば「自己認識」という構成指標について

考えると，「自分と向き合う姿勢がありますか」「自

分を理解していますか」「自己理解を深めること

ができますか」「自分を理解するために工夫をし

ていますか」というように，ソーシャルワーカー

の自己認識に対する姿勢や現状，見込み，取り組

みの状況を把握する質問項目を作成していくこと

になる．こうした質問を，本稿で導き出した29の

内容項目それぞれに作成していく作業が次の課題

である．

全ての構成指標に関して質問項目を作成した後

には，２）質的調査による構成指標と質問項目の

精査を行うことが重要と考えている．なぜなら，

省察的実践支援ツールは，ソーシャルワーカーが

自分自身やシステムを含めた状況などに関する質

問に回答しながら，省察的実践家としての姿勢や

取り組みができているかを確認するために活用す

るものである．その活用の可能性を高めていくた

めには，ソーシャルワーカーによる質問項目への

回答をふまえたインタビュー調査の実施が不可欠

である．こうした質的調査をとおして，帰納的に

省察的実践の理論モデルとツールの開発を進めて

いきたい．

そして，質的調査により精査した構成指標と質

問項目をeスキャナーに組み込むことで試行版の

ツールを完成させ，３）省察的実践支援ツールの

実践場面での検証へと移っていく．ここでは，

ソーシャルワーカーに省察的実践支援ツールを試

用してもらい，参与観察などを通じて検証を重ね

ていく．この検証により，ソーシャルワーカーの

省察的実践の支援に即応し，実践場面で汎用性の

高いツールであるかどうかを確認していきたい．

特に検証では，実践状況や利用者をイメージでき

るものとなっているかを確認することも重要とな

るだろう．それは，本ツールが利用者支援から切

り離されたものとならないようにするためであ
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る．そのため，こうした検証作業が，省察的実践

家としてのソーシャルワーカーの専門性の発達

や，利用者支援の向上に寄与するツールとしての

活用の可能性を広げるうえで不可欠と考えてい

る．

また検証の際には，①使いやすさ（活用方法や

質問への回答のしやすさ，視覚的な見やすさ），②

省察的実践家としての自己認識のしやすさ（自己

や取り巻く状況の理解，自己課題への気づき），な

どを検討していくことも求められるだろう．

Ⅴ． おわりに
本研究では，省察的実践理論の実践化を目的に，

省察的実践支援ツールの開発に向けた構成指標の

分析・構造化を行ってきた．それにより，実践理

論の曖昧さが指摘される省察的実践において，理

論を実践に結びつける手がかりが得られたと考え

ている．今後は，インタビュー調査などを通じた

質的調査と検証を重ねていくことで，実践場面で

活用可能なツールの開発を目指していきたい．そ

して，省察的実践の実践モデルの構築を探究して

いきたいと考えている．

本研究は，JSPS科研費18K12968の助成を受け

たものである．

注：
１）本表は，Bolton（2014：116）をもとに，筆者

が邦訳し作成した．

２）批判的省察（critical reflection）とは，既存の

システム内でより効果的又は生産的に機能する

方法に焦点を当てるのではなく，システム自体

の基盤や原則へ疑問を投げかけ，その道徳性を

評価し，代替案を検討することである

（Brookfield2009：297）．

３）再帰性（reflexivity）とは，自身の態度や使用

理論，価値，仮説，偏見，慣習的な動作を問う

ための戦略や，他者とのかかわりのなかでの私

たちの複雑な役割を理解するための戦略を見出

すことである（Bolton2014：8）．

４）「eスキャナー」とは，太田義弘が主宰するエ

コシステム研究会と，株式会社伸和トータルエ

ンジニアリングが共同して開発したコンピュー

タ支援ツールである．

５）たとえばCiNii Booksにおいて，タイトルに

「reflective practice」と入力して検索すると575

件ヒットし，「reflective practice」と「social

work」をすべて含むものに限定しても41件ヒッ

トする．またEBSCOhostでは，2005年から

2020年に出版されたもので論文タイトルに

「reflective practice」を含むものが295件であっ

た（いずれも2020年9月15日現在）．
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